
■ CGI を利用する場合
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CGI を利用したい場合には、予め以下の内容が記載された「.htaccess」ファイルを設置する必要があります。 
「.htaccess」ファイルをテキストエディタ等で作成し、CGI を実行したいディレクトリへ設置してください。
（␣は半角スペース）

AddHandler␣cgi-script␣.cgi
Options␣+ExecCGI

ファイル名を「.htaccess」にして保存します。

テキストエディタ等で作成します。1.

2.

管理者向けマニュアル「ファイルマネージャ操作」をご参照いただき、「.htaccess」ファイルを
CGI を実行したいディレクトリへアップロードします。

3.

CGI ファイルをアップロードし、プルダウンメニューの「ブラウザで開く」等で正常に表示されるか
ご確認ください。

4.

※「/httpdocs」へ設置した場合、サブディレクトリもすべて有効になります。
※既に「.htaccess」ファイルを設置している場合は、以下の記述を追加してください。

CGI が正常に表示されない場合には、パーミッション設定やCGI の記述内容をご確認ください。
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■ パーミッションの変更

メニューより「ファイル」をクリックし、設置した CGI ファイルへ移動します。CGI ファイルの
プルダウンメニューより「パーミッション変更」をクリックします。

1.

① ②

③

設置したCGI ファイル

変更したい内容にチェックを入れ、「OK」をクリックします。2.

①

②

パーミッションの変更が完了しました。3.

■ perl のパスについて 

perl のパスは以下の通りとなります。

パス

/usr/bin/perl


